
基礎的な技能・基本的な技の習得を積み上げながら発展技の完成をめざす体育学習

　　　一中学校２年生「仲間とのかかわりを重視したマット運動の学習」の実践を通してー
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１　主題設定の理由

　(1)新学習指導要領の完全実施から

　平成24年度より中学校においても新学習指導要領

の完全実施がスタートした。この新しい学習指導要領

では、それまでの学習指導要領に引き続き、「確かな

学力」を基盤とした「生きる力」を育成することを重

要視している。「生きる力」とは、自分で課題を見つ

け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断する「確かな

学力」、他人を思いやる心や感動する心などの「豊か

な人間性」、そして、たくましく生きるための「健康

。体力」である。

　しかし、実際の授業を振り返ってみると、個々が立

てた「めあて」へ向かって、一人で黙々と活動する生

徒の姿を見ることが多く、上記の「生きる力」を育む

体育学習には今一つ踏み込めていない現状があること

に気づく。そこで、これからの体育学習では、仲間を

大切にする思いやりの気持ちをもち、仲間とともに協

力しながら教え合う中で個々の課題を達成する喜びや

楽しさを味わうことがますます大切になると考えた。

そして、身体を使って学習できる体育学習のよさを今

まで以上に生かす必要性を感じる。つまり、体育学習

において、積極的に仲間とかかわり合う取り組みを重

～⑨）で構成されている。生徒が基礎的な技能・基本

的な技の習得を積み上げながら発展技（活用）に挑戦

し、その技ができる楽しさや喜びを味わうことをめざ

したいと考えた。

【資料１】
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動における競争や協同の経験を通して、公正に取り組

む、互いに協力する、自己の役割を果たすなどの意欲

を育てる」とある。
一
　特に、上記①「知識や技能を身に付け」とは、小学

校段階からの学習を踏まえ、発達の段階に応じて運動

を豊かに実践するための基礎的な知識や技能を習得

し、その上で多様な運動（活用）ができるようにする

　そこで、本研究では、基礎的な技能を習得したうえ

で、活用する段階にまで引き上げていく授業実践を進

めたいと考え、マット運動を学習単元として取り上げ

ることにした。マット運動には、多くの技があり、【資

料１】で示すように基本的な技（①～⑥）、発展技（⑦

１　学習カードの中にアドバイスの言葉を記人するス

　ペースを設けたことにより、生徒相互の見合い教え

　合う活動が活発となり、積極的にアドバイスの言葉

　を伝える姿が見られた。

２　授業を通して、チーム内での協力やアドバイス活

　動を有意義に感じている生徒が圧倒的に多く（事後

　レポートの感想:94％の生徒がプラスに感じてい

　る）それが、技（課題）の達成にもプラスに作用し

　ていたと考えられる。

　-３　第４時以降、頭倒立および倒立前転の達成状況が

　飛躍的に向上した。（頭倒立：+ 20.4 %) (倒立前

　転：+ 25.8 %)

　しかし、その一方で以下のような３つの課題が浮か

び上がった。

1　22％の生徒が基本的な技（難度A）で達成でき

　ないものがあった。

２　生徒全員に共通する日標であった発展技の前方倒

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　立回転跳びの達成状況は30％にとどまった。

３　学習カードの中にアドバイスの言葉を記人するス

　ペースを設けたが、アドバイスの言葉が稚拙で、発

　展技（難度C）の達成に十分な機能を果たすものと

　はならなかった

　そこで、本年度（２年次）は、昨年度に引き続きマ

ット運動の単元において「積極的に仲間とかかわる」



ことを重視しながら、生徒全員が「基礎的な技能・基

本的な技の習得を確実に積み上げる」ことができるよ

うに具体的な手だてを考案し発展技（前方倒立回転跳

びまたは側方倒立回転）の完成をめざしたいと考えた。

２　マット運動に対する基本的な考え方

　マット運動は、「できる、できない」がはっきり分

かる運動といえる。そして、ある技ができるようにな

っても、そこで止まることなくさらに難易度の高い発

展技ヘチャレンジすることができる。

　また、マット運動の楽しさは、日常生活の中では体

験できない動きやバランス感覚などの独特な感覚を味

わうことや、より難しい技に挑戦し、試行錯誤しなが

ら練習をくり返し、できるようになる達成感を味わう

ことにある。

　マット運動の技が「完成する」「美しくできる」と

いうことは、個人の運動経験、知識、身体的特性や技

　特に、目標とする技に必要な動きの感覚や力を達成

すべき技に含まれる構成要因の動きを獲得させるため

に、スモールステップで類似的な運動を数多く経験さ

せ、「できるような気がする」段階へと導くことが必

要だと考える。

　まずは教師の指導力を生かして、一斉指導の時間を

多く確保し、技のポイントをおさえながら、生徒たち

の技能レベルの向上とマット運動に必要な感覚を身に

つけることを積み上げていく。そうすれば、どの生徒

にもできた喜びを味わうことができ、意欲的な取り組

みにつながると思われる。

３　研究の構想

　（1）本校生徒（２年生）の実態

　　　－マット運動アンケートより一

　単元はじめに行ったアンケートの「マット運動につ

いて」「１年生時のマット運動について」の質問に対

して次のような結果が得られた。【資料２・３】

【資料２】

　マット運動の「好き・嫌い」という質問に対するア

ンケート結果は【資料２】のようになった。
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　マット運動の授業を好きだと答える生徒たちは、運

動能力が高く、難しい技にチャレンジする意欲も十分

にある。また、好きな理由を技ができた時の達成感が

大きいことや気持ちよさと答える生徒も多い。一方、

嫌いだと答えた生徒たちは、その理由として運動能力

の低さを挙げたり、過去における経験不足や失敗経験

が起因したりすることが分かった。そして、どちらと

もいえないと答えた生徒たちは、マット運動の技を達

成するための具体的な方法がよく分からないことを主

な理由として挙げている。また、これからの授業の取

り組み方しだいだと考えている生徒も多く、教師側で

提示する技術ポイントやグループ内での教え合いによ

って新たなスキルポイントを発見し、課題を克服する

機会が多くなれば、マット運動を好きになる可能性は

十分にあると考えた。

　【資料３】

　次に、１年生時に実践したマット運動に対するアン

ケート結果は【資料３】のようになった。

　「とても楽しかった・楽しかった」を合わせると85

％に達する。その主な理由としては、目標とした技が

新たにできるようになったことや小学生の時にはでき

なかった技ができるようになったこと、仲間どうしで

教え合う雰囲気が良く、仲間のアドバイスによって目

標とする技を完成するまで高められたことなどが挙げ

られる。　しかし、残り15％の生徒たちは、どれだけ

練習しても目標とする技が完成できなかったことや仲

間と比べ自分だけが１つの技を完成まで導くことに時

間がかかったことに対する「劣等感」を理由に「楽し

くなかった」と答えている。

(2)めざす生徒像

学年の生徒の実態と新学習指導要領の目標から、次



　(3)研究の仮説と手だて

【仮説1】技の積み上げ

　全員で歩調を合わせながら基礎的な技能や基本的な1

の習得を積み上げる練習をくり返し行えば、目標とする

発展技を無理なく完成できるであろう。

《手だてI》一斉指導の時間を重視し、生徒全員の技能

　　　　　水準を高める。

　ベースアップドリル（もとの動き）を一斉指導の時

間に重点的に取り組み、根本となる技能水準を高め、

発展技の完成をめざす。

【仮説2】かかわり合い教え合い

　かかおり合い教え合う活動の場を意図的に設定す

ば、個の「めあて」が明確になり、挑戦意欲を高めるこ

とにつながるであろう。また、１つの技をみんなで完｀

《手だてII》学習カードの効果的な活用

　①技のポイントや用語例をカードに明記し、アドバイス

　　に生かす

　各枝を完成させるために必要となるポイントやマッ

ト運動に欠かせない用語をあらかじめ明記しておくこ

とにより、技の完成までのプロセスをイメージしやす

くする。

　②相互に見合うためのルールを徹底

　仲間とかかわり合い教え合うことを常に意識しなが

ら、協力して技能向上をめざすことを意識させるため

に、具体的な学習方法を学習カードに明記する。

　③アドバイスの言葉を記入しやすいレイアウト

　記入項目を見直し、アドバイスの言葉を端的に記入

しやすくする。アドバイスの活性化をめざす。

　(5)抽出生徒

　生徒Aを抽出生徒として選び、

その変容を追うことで仮説の検

証を進める。

　〔生徒Aの実態〕

○運動に対する意欲は高いが、

　マット運動に対しては苦手意

　識がある。特に、逆さ感覚を

　ともなう倒立系の技が苦手で、

　自分の身体を腕で支持するこ

　とができない。

○仲間とのコミュニケーション

　能力は高く、自分の思いや考

　えは積極的に発信することが

　できる。

　〔生徒Aに身につけさせたい力〕

○仲間とかかわりながら、技を

　１つずつ完成する達成感を味

　わい、自ら課題を設定し計画

　的に運動に取り組ませたい。

○基本的な技の習得を積み重

　ねることを通して自信を高め

　ると同時に、倒立への苦手意

　識をなくし、発展技(難度O

　がで　　　　つ4　せたい

　(6)単元計画

【資料５】のとおり、単元計画（８時間完了）を作成

した。本実践では、生徒全員に共通する発展技の目標

を前方倒立回転跳びまたは側方倒立回転を習得するこ

とに設定した。これらの発展技を習得するためには、

マット運動の基礎的な技能や基本的な技が個々に身に

つくことが必要となる。そのため、どの生徒も一斉指

導によるベースアップドリルを経験し、マット運動の

感覚を高める時間を十分に確保した。

　また、１年次の実践を振り返り、課題となった学習

カードの内容を一部修正し、一斉指導の時間以外のス

キルアップタイムで生徒たちがいつも手元に置いてア

ドバイスの際に活用しやすいものを考案し､配付した。
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４　研究の実際

　（1）技能水準のベースアップ（一斉指導の重視）

　昨年度（TL年次）の実践では、第１・２時において

基礎技能の確認と各技のプレテストを行った。そして、

第３時以降はチーム別練習に取り組み、基本的な技の

完成を積み上げながら発展技の習得をめざした。

　しかし、発展技には構成する要素が多く含まれるた

め、技能レベルの低い生徒は、その要素のすべてを克

服することが困難であったり、大幅に時間を費やして

しまったりしたため、結局、目標とする発展技の習得

には至らないまま単元を終えてしまう者が多数いた。

チーム内で仲間どうし見合い教え合う活動が活発にで

きるようになっても、マット運動の基礎・基本となる

動きや技が個々に身についていなければ、発展技の習

得には結びっかないということが明らかとなった。

　そこで、新学習指導要領にある開始姿勢や終末姿勢

を変え、動き方に変化を生じさせるという「条件を変

えた技」を参考にしながら、接転技・倒立・ほん転技

のそれぞれの技の達成に必要な動きの感覚が含まれる

ように考案したベースアップドリル【資料６】を設定

し、全員一斉に授業前半に取り組ませた。

　【資料６】

　一斉指導によるベースアップドリルの時間では、生

徒たちの様々な動きや気づきが見られた。以下、ベー

スアップドリル（①～⑩）のうち、主なドリルのねら

いと生徒の動きの様子を示すこととする。特に、単元

前半の第２・３時は一斉指導の時間を長く確保し、基

礎感覚を育てることを重視した。

【かえるバランス】

①かえるバランス

　腕だけで体を支持すること

をねらいとした。手を床に着

いた時の目線が両手を結んだ

線を底辺とする正三角形の頂

点にくることがポイントとな

る。ゆっくり前に体重をかけ

ながら、肘に膝を乗せるようにすると、バランスを保

つ感覚をつかむことができた。生徒全員がバランスを

保ったまま10秒以上静止することができた。

【かえる足打ち】

②かえる足打ち

　腕支持による逆さ感覚を

つかむことをねらいとした。

高い位置で足打ちをするた

めには、腰とひざを伸ばす

感覚が必要となる。また、

目線は床にくることを維持し

なければならない。くり返し取り組む中で、背面順位

の感覚をつかむことにつながった。

　　　【こぶし前転】

がることが理解できた．
-
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③こぶし前転

手を握った状態でマットに

着手する。マットを勢いよ

く突き放す感覚をつかむこ

とをねらいとした。マット

を強く押すことが、ほん転

技の突き放しの感覚につな



【前転片足立ち】

⑥前転片足立ち

　前転した後に片足で立ち

上がる条件を付け加えた。

片足で立ち上がるためには

スピードかおり、かつブレ

のない直線に回転する前転

が必要となる。　コンパクトで

素早い前転の感覚をつかみ、その後の開脚前転の習得

につながった。

【壁登り倒立】

⑦壁登り倒立

腕支持による背面順位での倒

立の感覚をつかむことをねら

いとした。着手した指先に力

を入れながらバランスを保

ち、肘をしっかり伸ばすこと

ポイントとなる。また、あご

を上げるように心がけ、両手を結んだ線上に目線をも

ってくることが重要となる。

⑩倒立からの倒れ込み

　肘・腰・膝を伸ばした背面

順位の倒立姿勢を保持したま

ま、セーフティマットヘ倒れ

込む。最終目標となる前方倒

立回転跳びの習得には不可欠

となる感覚をつかむことにつ

ながった。

　（2）学習カードの効果的な活用

　①各技のスキルポイントを明示

　以下のように、各技のスキルポイント【資料７】を

学習カードに提示し、いつでも生徒は自分が挑戦する

技のスキルポイントを確認できるようにした。

　②相互に見合うためのルールを徹底

　単元全体の学習の進め方とルール、学習カードの使

い方を【資料８】のようにまとめ、学習カードに明示

した。仲間とかかわり合い教え合うことを常に意識し

ながら、協力して技能向上をめざすことを意識させた

いと考えた。
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　③生徒の実態を把握する

　毎時間の練習の積み重ねと技の達成状況を確認する

ため、学習カードの中に【資料９】のような項目を設

けた。授業の始めにチャレンジする技とそのポイント

を記入し、振り返りは授業後に行った。また、運動量

を確保したいと考え、振り返りの中で試技の回数も記

入させるようにした。

　技の達成状況については、チャレンジタイムで教師

が技の確認テストを行い、技の完成と判定した時点て

スタンプを押し、目付を記入するようにした。

【資料９】



　④アドバイスの言葉を記入しやすいレイアウト

　仲間どうして見合い教え合う活動を活発化させたい

と考え、【資料10】のような項目を設けた。仲間の試

技を観察して気づいたことをアドバイスすることと同

時に、仲間からのアドバイスを自分の技能向上に生か

すことをめざした。

　また、的確なアドバイスを素早く行う必要があると

考え、アドバイスに使用する言葉（体の部位。専門用

語）をキーワードとして明示し、学習カードにタイミ

ングよく短時間で記人できるようにした。

　【資料10】

⑤学習カード活用の実際

　生徒だらけ、【資料11】のよ

うにチーム内で見合い教え合

い、常にチームのメンバー全員

の技能向上をめざした。

　チーム内のメンバーは、これ

までの生活体験や運動経験が異

なり、運動のレベルや運動に対

する考え方々感じ方も当然異な

っている。そこで、様々なレベ

【資料11　チームでの練習】ルのメンバーが「わかる・でき

る」を交流し合いながらかかわりを深め、チーム全体

のレベルアップを図るための手立てとして学習カード

を活用した。

　学習カードの「①学習のルール」を意識しつつ、「②

各枝のスキルポイント」を常に確認しながら、チーム

内で試技をくり返し、技の相互観察を行う。仲間の技

の達成状況やつまずきのポイント､試技の回数の確認、

練習方法の工夫、技の習得に有効となるアドバイスの

言葉を考え伝えることにつなげた。

　特に、アドバイスの言葉

は重要である。それは、技

　　　　　　　　　　　－の習得に必要な言葉（きっ

かけ言葉）により、素早く

　「できた」という段階に導
【資料12アドバイスし合う】かれるためである．しかし、

　　　　　　　　　　　　-

学習カードヘアドバイスの言葉を記人するために長い

時間をかけることはできない。より速く、的確なアド

バイスを交わし､それらを記人できることが望ましい。

　そこで、１年次の課題を生かし、アドバイスに使用

する言葉（体の部位・専門用語）を限定して明示した。

使用する言葉が限られていることによりアドバイスの

ポイントが明らかとなり、また、アドバイスをする立

場とされる立場の両方を記人するようにしたことが、

学習カードヘの意識が高まることにつながった。【資

料12】のように学習カードをもとにしながら技のポ

イントを確認し、相互に見合いアドバイスの言葉を遣

いながら教え合う活動が、どのチームでも活発に展開

された。つまり、チーム内で十分なかかわりが促され、

それが個人の技能の向上にもつながることになったと

推察される。

５　研究の考察

《手だてI》一斉指導の時間を重視し、生徒全員の技能

　　　　　水準を高める。

　基礎感覚を育てることを重視するため、一斉指導の

時間を長く確保した。「［腕は交差して］、［着地は片

足で］」等、異なる条件での

前転を行うなどベースアップ

ドリル（①～⑩）を進めた。

生徒Aは仲間に励まされつ

つ、【資料13】のように条件

を変えた前転を体験した。【資
　　　　　　　　　　　　－

【資料13腕交差前転する生徒八】料14】の感想にあるよう

に、どの条件も初めてであることから、「不安」が先

行しながらも、実際にやってみると予想以上に「でき

る」ことがわかったことに喜びを感じている。

【資料14　生徒Aの感想】

　　手を交差する前転や片足立ちの前転は初めてやって、

最初はできるか不安だったけれど、いがいと簡単にでき

て、回ることだけでもうれしくなった。

　生徒Aだけでなく、多くの生徒が条件を変えた前転

を楽しんでいた。単純に少しの条件をつけ加えるだけ

で運動をを楽しみ、できる喜びを味わいマット運動に

対する興味・関心が高まることにつながったと考えら

れる。

　また、本単元終了後にアンケートを行った。「今回

のマット運動の学習を通して、自分自身が身につけた

ことは？」という質問に対し、２つまで順位をつけて

回答させた。結果は【資料15】の通りである。「昨年

までできなかった技ができるようになった」(85.5%)

「マット運動をどうすれば上手になるのかが分かった」

　(75.8%)という回答が多かった。また、各技の達成

状況（各発展技を達成した人数：１年次・２年次）は

　【資料16】のようになった。そして、【資料17】は第
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８時完了時点での各技の達成状況一覧（一部抜粋:20

名分）である。この一覧表は、各技を何時間日の授業

で完成させたかを示したものである。表中の○印は第

１時のプレテストで合格した技であり、×印は第８時

終了時点において未完成の技を示している。技は資料

１で示した14種類である。なお、本単元の最終目標

の発展技は⑩ハンドスプリング（前方倒立回転跳び）

である。

　　【資料16】の各発展技の達成状況を見ると、特に

　（40人:64.5%)という結果となり、昨年比で＋19

人(+ 33.9%)となった。

　これは、一斉指導によるベースアップドリルで技の

達成に必要な力や動きの感覚を高めることに重点をお

いた結果、発展技を達成する力が十分に身についたか

らだと言える。それが、【資料15】で示されたように

マット運動を「どうすれば上手になるのか」が理解で

き、昨年までできなかった技が「できるようになった」

ことに結びついたと考えられる。

　また、【資料17】から第２・３時でのベースアップ

ドリル（接転系：資料６①～⑥）を時間をかけてじっ

くりと取り組んだことが、第４時で多くの生徒が各発

展技を達成させることにつながったことが分かる。太

棹で示した生徒Aは、第６時ですべての発展技を達成

させることができた。

【資料17】
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　本実践における一斉指導によるベースアップドリル

での取り組みにより、以下の２点が明らかとなった。

《手だてII》学習カードの効果的な活用

　①技のポイントや用語例をカードに明記し、アドバイス

　各技のスキルポイントをま

とめた一覧表を学習カードに

掲載し、生徒はいつでも手元

で確認できるようにした【資

料18】。そして、特に重要と

なるスキルポイントについて

【資料18技のポイントを確認する】は、教師が生徒全員に対し一

斉指導の形で説明をした【資

料19】。具体的に何をどのよ

うにすることが重要なのかを

知ることにより、生徒たちは

明確な「視点」をもって練習

に臨み仲間と試技を見合い、

【資料19倒立のポイントを説明する】アドバイスすることが可能

となった。これが、アドバイス活動の起点となり、【資

料15】の「マット運動をどうすれば上手になるかの

かが分かった」(75.8%)という実感に結びついたと

言える。

②相互に見合うためのルールを徹底

スキルアップタイム

では、チーム別で技

の練習に取り組んだ。

ここで、仲間どうし

で技の達成状況を確

認したりアドバイス

【資料20観察のローテーション】

【資料21アドバイスの言葉一覧】（一部抜粋）

をしたりするが、その際のルールとして「か・ぐ・や

・き・だ」【資料８参照】を設定した。また、【資料20】

のように観察のローテーションを提示し、チーム内で

試技する仲間を相互に見合うことを徹底した。つまり、

自分だけで技を達成していくのではなく、常にチーム

全員で技能の向上を目指す場作りを心がけて授業を進

めたのである。

　マット運動には、主要な局面がいくつかある。相互

に見合い教え合うためのルールを徹底したことによ

り、その局面ごとの場面を切り取り、技を完成させた

生徒と未完成の生徒を比較する姿が見られた。その比

較によって、技の完成に必要な局面ごとのポイントが

明確となり、必要なスキルがはっきり分かることにつ

ながった。

③アドバイスの言葉を記入しやすいレイアウト

　体育の授業における「かかわり合い」の場面を以下、

次のように位置づける2）。

　①指示する言葉や励ます言葉、擬態語などの言葉な

ど、言葉で相手とかかわること。②必要な技能や動き

をキーワードを使いながら動きのポイントに着眼させ

やモデルとなる体の動きを示させることで、言葉とは

別の形で体育におけるかかわり合いを促すこと。

　本研究では、特に②③に着目し、実践を試みた。ま

ず、【資料10】のようにアドバイスする際に使用する

言葉をキーワードとして明示するとともに、相互観察

により気づいたことをアドバイスするだけでなく、仲

間からのアドバイスを自分の技能向上に生かすように

した。その結果、生徒たちの相互に見合い教え合う活

動が活発となった。それは、アドバイスの言葉がキー

ワードで限定されているため、表現が容易になったた

めであると考えられる。また、【資料７（技のポイン

ト一覧表）】が学習カードに掲載されているため、そ

れがアドバイスする際の重要な視点となったことも相

乗効果となった。【資料21（アドバイスの言葉一覧）】

の中で、太枠で示された生徒Aは、第６時の時点でハ

ンドスプリング（前方倒立回転跳び）の練習に何度も
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取り祖むものの、【資料22】

のように上体が十分に回転

せず、背中を強打している。
一
腕による支持はできるよう

になったものの、目線がマ

ットから離れ、腰が伸びき

【資料22　背中の反りが見られない】らないまま回転したため、

足よりも先に背中がマットに着いてしまっている。

　この時、同じチームにいた認定コーチ（第６時の時

できた生徒）が生徒Aに対

－

し、【資料23】のような

アドバイスの言葉「背

　　　　　　　　　一中に卵があると考える」

【資料23認定一一チのアドバイスの言葉】を伝え、【資料24】のよ

うにハンドスプリング

の着手後の上半身の状

態をブリッジを通して

体感させるように試み

た。その結果、生徒A

は見事にハンドスプリ

【資料24認定コ－チがアドバイスする様子】ングを完成させること

ができた【資料25】。

　【資料26】は生徒Aの感

想である。何度も失敗をく

り返し「嫌」になる生徒A

を認定コーチの生徒Bが冷

静に「ブリッジ」のポーズ

【資料25ハンドスプリングを完成】を例にして背中の状態を「わ

かりやすく教えた」ことがハンドスプリングの完成に

つながり、そこから「認定コーチ」にまでなった喜び

をマットが「大好き」と表現している。

【資料26　生徒Aの感想】

　認定コーチは、５つのポイント①目の前の仲間が試

技する様子を観察、②つまずきのポイントを発見、③

　つまずきのポイントを試技する、④正しい技のポイ

ントをふまえ試技する、⑤どうすれば改善できるかを

伝えるを押さえてアドバイスすることを徹底した。

　認定コーチ（第６時:21人）はチームの枠を越え

て、上述の５点をおさえながら積極的にアドバイス活

動を展開した。【資料16】で示すようにハンドスプリ

ングの達成状況は、第６時（18人）、第８時（22人）

となり、昨年度（１年次）の研究実践第６時（３人）、

第８時（５人）と比較すると大きく増加する結果とな

った。これは、認定コーチによるアドバイス活動の成

果だと言える。その中でも特に成果があったと考えら

れるアドバイスの言葉は、【資料21】からも分かるよ

うにマットヘの「着手」と手の「突き放し」、背中の

　「そらし」に着眼したものである。

　また、発展技のうち達成状況で顕著な結果が見られ

たのは、側方倒立回転（45人:72.6%)、倒立前転（44

人:71％）、頭倒立（58人:93.5%)である。これら

の発展技の達成については、一斉指導によるベースア

ップドリルの成果とともに、アドバイスの言葉がきっ

かけとなり、達成する生徒が飛躍的に増加したためと

考えられる。

　具体的には、側方倒立回転では「右手を着手したと

きは、左足のかかとに力を入れる。左手を着手したと

きは、右足のかかとに力を入れる」というアドバイス

の言葉により、「右手と左足の連動」、「左手と右足の

連動」が可能となった。そして、「かかと」を意識す

ることにより、ひざが伸びダイナミックな側方倒立回

転の達成につなげることができた。

　倒立前転と頭倒立については、ともに「足をそろえ

て天井を突き刺す」というアドバイスの言葉が効果的

であった。両足で天井を突き刺すというイメージが、

腕支持による「背面頭位」での倒立の感覚をつかむこ

とにつながったのである。特に、腰とひざを伸ばす感

覚が身についたこと、倒立をする際の目線が両手を結
－
んだ線上にもってくることがポイントだと理解できた

ことが重要である。

６　本研究実践の成果と課題

（1）成果

　①　生徒全員に共通する発展技の目標（前方倒立

　　回転跳びまたは側方倒立回転を習得すること）

　　については、大きな成果があった。各技の達成

　　状況は前方倒立回転跳び（40人:64.5%)側方

　　倒立回転（45人:72.6%)に達した。これは、

　　一斉指導によるベースアップドリルにより、マ

　　ット運動の基礎的な技能・基本的な技の習得を

　とが、相乗効果となって成果に結びついたとい
　ー　える。

②　発展技の達成状況では、跳び前転（56人:

　90.3%)、頭倒立（58人:93.5%)が特に高い結

　果となった。これは、第２・３時で一斉指導に

　よるベースアップドリルを行い、十分に基礎的

－249－

点ですでに全ての技を達成



な技能を積み上げた後、第４時のスキルアップ

タイムで各チーム内で活発な見合い教え合う活

動が進められ、学習カードをもとにしたアドバ

　イスの言葉から新たな技術ポイントの発見があ

　ったこと。それがチームの枠を越えて広まった

　ことが大きな成果につながったと考えられる。

③　学習カードの中でアドバイスの言葉を記入す

　　らに生徒相互の教え合う活動を活発にさせた。

　　事後アンケートの中で「仲間どうしでアドバイ

　　スしながら練習すれば、上手になっていくこと

　　が分かった（71％）」と回答する生徒が多く、そ

　　れが、発展技の達成にもプラスに作用した。

（2）課題

　①　５人（８％）の生徒が基本的な技（難度A）

　　で達成できないものがあった。　うち３人は開脚

　　前転のできない生徒であり、アプローチを変え

　　た新たな手立てが必要である。

　②　本実践では、各技を達成する際のポイントを

　　学習カードに明記し、それを達成基準としたが、

　　技の「美しさ」を追究する段階までには至らな

　　かった。「できる」段階から「美しくできる」段

　　一　　階ヘレベルアップすることが可能となる単元計

　　画や有効となる場づくりの提案が必要である。

７　本研究からの提案

　（1）基礎的な技能・基本的な技を習得する重要性

　マット運動の授業実践では、これまで「良い」され

る動きを動画資料や動きの分解図として提示し、生徒

どうしが見合い教え合うことができる場作りを設定し

て、技の「完成」とされる形に近づけるようにしてき

た。　しかし、イメージで「わかる」段階になっても、

それがすぐに身体の動きとして表現する「できる」段

階にはなりえず、期待する成果には至らないという現

状がある。

　そこで、まずは様々な動きを生徒たちに経験させ、

適切な動きを身につけさせること（ベースアップドリ

ル）が「体でわかる」段階に引き上げることにつなが

り、それが発展技の習得（できる）段階に結びつく有

効な手だてになると考える。

　（2）見合い教え合うためのツールとしての学習カード

　グループ学習で積極的なかかわりを促すためには、

いくつかの方法がある。特に、かかわるためのルール

や視点、学習の流れを明確にする必要がある。

　本研究では、仲間どうしのかかわりを促すためのポ

イントをまとめ、学習カードに明示した。つまり、生

徒たちは、マット運動の学習の進め方を学習カードを

見ればすべて理解でき、それがイントラクティブなア

ドバイス活動につながることになった。学習カードが

かかわるためのツールとして有効であったと考える。
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